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玉東町社協だより「おれんじの風」の作成に、共同募金配分金が使われています

〈ふくしの総合相談〉
・障がい者の生活や虐待について

・成年後見制度について

・生活上の困りごとについて

・ボランティア活動に関する相談

〈玉東町生活よりそいセンター〉
・家計のやりくりの不安

・子どものひきこもりで心配

・仕事がなかなか見つからない　など
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メールアドレス　　　　c-power.3150@poppy.ocn.ne.jp
玉東町社協 検索

土曜日・祝日(8:30～17:00)も受付します。
玉東町社会福祉協議会　☎0968-85-3150 ☎0968-85-6305

玉東町シルバー人材センター

担当　谷口
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ホームページでもご覧いただけます！
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『おれんじの風』文字募集中！
特技・趣味のグループ等も受け付けています！

☎85-3150まで
令和7年1月15日

第179号題字　櫨本　茉里さん（二俣西）
はぜもと　　 ま　り
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今年も11月9日（土）に介護ホームはぶの家族会を開
催し、当日は6家族に参加いただきました。会議後には、
食事会、映写会で日頃の様子を見ていただきました。
ひきつづき行った秋祭りでは、20名を越える方 に々手

持ち花火大会、お菓子の袋詰めなどを楽しんでいただき
ました。

玉東町社協だより

介護ホームはぶの家族会・秋祭り
　　     (手持ち花火大会) を開催しました！！

「みてみて～！！」
「何十年ぶりの

花火よ～」

おかしの
　　詰め放題！！

ひ孫さん達と一緒
に！！

髙木 彩友美さん
行政区 ： 原倉西
肥後銀行 玉東支店
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 玉東町社協
ケアプランセンター

☎85-3190

浦田　典明（ケアマネジャー）
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皆様におかれましては、健やかな新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。日頃から、
玉東町社会福祉協議会に対し、ご理解とご協力を賜り深く感謝申し上げます。
玉東町社協では、「私の町、福祉の町、玉東町」～自分らしく心豊かに暮らせる町づくり～

を基本理念とし、地域福祉事業、介護保険事業を行っています。
昨年9月に開催しました、第37回福祉大会は、「この町で暮らしてよかった」をテーマに

シンポジウムを企画し、町内での活動を報告していただきました。今年も、町民の皆様が「安
心して住める町、玉東」と、実感していただけるように、福祉の充実に努めてまいることをお
誓いして、新年の挨拶とさせていただきます。

社会福祉法人
玉東町社会福祉協議会
会長  前田 移津行

新年のごあいさつ

日本介護支援専門員協会主催
第7回 川柳コンテスト入選！！
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縁あって玉東町に住み、
14年になりました！
有難い事に３人の子ども

にも恵まれました。子ども
たちや職場である肥後銀行玉東支店を通じて出会えた皆さ
まは、優しく素敵な方ばかりで良い人が多い町だなあと思
います。いつもお喋りな私と話をして頂き、ありがとうご
ざいます！（笑）
〈玉東支店　岩下清美　支店長談〉
日頃から明るい表情と優しい口調でお客様に寄添った対
応に心掛けてもらい、安心して窓口を任せています。当店
のムードメーカーで初めて会う人に対して全く緊張感を持
たず、誰とでも打ち解けられるコミュ［力］モンスターで
す(笑)一方で、自己の責任と強い信念により、目標に向かっ
て取り組む姿勢には感心させられています。2025年1月27
日（月）玉東支店移転も、彼女が居るなら大丈夫だと思わせ
てくれる心強い存在です。
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小学校4年生
福祉学習

視覚障がい
点字学習

絵本「みえるとかみえないとか」
や盲導犬について学び、視覚障
がい者の方が仕事をされている
様子の動画を見て、視覚障がい
者の方の暮らしを学びました。
その後、点字学習を行いました。

聴覚障がい
手話学習

手話通訳士の中尾礼二さん、手話
サークル玉東わかぎの皆様をお
招きして、耳がきこえない、きこえ
にくい、聴覚障がいについて学び
ました。手話体験を行い、手話を
身近に感じることができました。

『ともに生きる豊かな地域社会』を目指して

ファミリーサポートセンター協力会員養成講座
開講中！！

第4回 10/23（水） 第5回 10/30（水）

第6回 11/5（火） 第7回 11/20（水）

子どもの発育と病気  
講師：認定こども園山北保育園
　　 主任保育士　平木 千恵 氏 

山北小 木葉小

子どもたちは同じ子はひとりもおらず、個性と
向き合い、関係を築く大切さ、おもしろさを学び
ました。そして、大人や環境次第で子どもたちに
繋がることを学べました。「育て方ひとつ」本当に
そうだと実感している日々です。

子どもの食生活について
講師：保健こども課
          管理栄養士　上村 祥子 氏

物価高騰もあり、野菜を買うのも…でも、冷凍
より旬の野菜を摂る必要性。よく噛むことで、カ
ルシウムが出ることにも驚き。子どものために
ゆったりした気持ちで向き合う。お菓子を食べる
タイミングも見直そうと思います。

子どもの口腔について
講師：保健こども課
　　　 歯科衛生士　是永 美晴 氏

我が子も歯の生え変わりの時期をむかえてい
るので、興味がありました。大人が子どもの歯を
守っていくために、出来ることがあると実感して
います。

講師：放課後デイサービスほっとHOPE
　　 児童発達支援管理責任者　井上 定子 氏

子育て中の自
分にとって、とて
も有意義な講座
でした。子ども
のため…と思っ
ても、振り返る
と大人のものさしで接していることに気が付きま
した。「ギアチェンジ」を意識して、子どもも大
人も穏やかに過ごしていきたいです。今の子ど
もたちの無邪気で元気な姿は、当たり前ではな
いということ、忘れずにいたいです。

JICA海外協力隊グ
ローカルプログラム
で玉東町役場に所属
されている安西浩二
さんが、シャキッとへ
防犯対策についてお話に来てくださいま
した！
犯行前の予兆を見逃さないこと、侵入者
の侵入の防ぎ方などを分かりやすく説明
され、利用者のみなさん「おー！」、「なるほ
どね～！」と真剣な表情でうなずかれてい
ました。

応急手当講習  
講師：有明消防玉東分署　
　　  　　　　　　　西川 洋智 氏

何年振りかの講習でしたが、忘れていたこと
ばかりで自分でびっくりしました。心停止の早期
認識と通報、一次救命処置（心肺蘇生とＡＥＤ）
の大切さに改めて気付きました。

子どもとの関わり方のヒント
～子どもの特性から見える接し方のコツ～

防犯対策について学びました！！
11月21日(木)、27日(水)、12月6日(金)

ファミサポ講座 今後の予定
1月21日（火）
子どもの心の発達と関わり
保健こども課　認定心理士　木庭 美知子 氏

1月29日（水）
　　　　　　　　　メディアについて
玉東町社会福祉協議会
（玉東町ファミリーサポートセンター）

玉東町社会福祉協議会
（玉東町ファミリーサポートセンター）

玉東町子育て支援の会たんぽぽについて
玉東子育て支援の会たんぽぽ

ファミリーサポートセンターについて
閉会式

13：30～15：30

13：30～14：30

14：30～15：00

15：00～15：30

参加者の感想 参加者の感想

参加者の感想

参加者の感想

参加者の感想

熊本MauG'S(まうごっつ)より、藤井 輝行（ふじい てるゆき）さ
んと桒原泰喜（くわはら やすき）さんをお招きし、車椅子での生
活についてなどのお話を聞きました。その後車椅子バスケの体験
を行いました。

▲10/1 山北小学校

▲10/30 山北小学校

▲11/14桒原さん（左）、藤井さん（右） 

▲車椅子リレー（山北小学校） ▲車椅子バスケ体験（木葉小学校）

▲10/7 木葉小学校

▲木葉小学校

小学４年生の福祉学習では、障がいについて知識を学ぶだけでなく、
障がいがあるご本人や、その方の暮らしを支える方々などより、ふ だん
の く らしの し あわせ、「ふくし」について学びました。

し　 かく

ちょう  かく

肢体不自由・車椅子体験
し　 た い　 ふ　   じ 　 ゆ う

4年生のみんなが
お二人にたくさん
質問をし、車椅子での
暮らしの工夫を
教えてもらったよ。
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様子の動画を見て、視覚障がい
者の方の暮らしを学びました。
その後、点字学習を行いました。

聴覚障がい
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手話通訳士の中尾礼二さん、手話
サークル玉東わかぎの皆様をお
招きして、耳がきこえない、きこえ
にくい、聴覚障がいについて学び
ました。手話体験を行い、手話を
身近に感じることができました。

『ともに生きる豊かな地域社会』を目指して

ファミリーサポートセンター協力会員養成講座
開講中！！

第4回 10/23（水） 第5回 10/30（水）

第6回 11/5（火） 第7回 11/20（水）

子どもの発育と病気  
講師：認定こども園山北保育園
　　 主任保育士　平木 千恵 氏 

山北小 木葉小

子どもたちは同じ子はひとりもおらず、個性と
向き合い、関係を築く大切さ、おもしろさを学び
ました。そして、大人や環境次第で子どもたちに
繋がることを学べました。「育て方ひとつ」本当に
そうだと実感している日々です。

子どもの食生活について
講師：保健こども課
          管理栄養士　上村 祥子 氏

物価高騰もあり、野菜を買うのも…でも、冷凍
より旬の野菜を摂る必要性。よく噛むことで、カ
ルシウムが出ることにも驚き。子どものために
ゆったりした気持ちで向き合う。お菓子を食べる
タイミングも見直そうと思います。

子どもの口腔について
講師：保健こども課
　　　 歯科衛生士　是永 美晴 氏

我が子も歯の生え変わりの時期をむかえてい
るので、興味がありました。大人が子どもの歯を
守っていくために、出来ることがあると実感して
います。

講師：放課後デイサービスほっとHOPE
　　 児童発達支援管理責任者　井上 定子 氏

子育て中の自
分にとって、とて
も有意義な講座
でした。子ども
のため…と思っ
ても、振り返る
と大人のものさしで接していることに気が付きま
した。「ギアチェンジ」を意識して、子どもも大
人も穏やかに過ごしていきたいです。今の子ど
もたちの無邪気で元気な姿は、当たり前ではな
いということ、忘れずにいたいです。

JICA海外協力隊グ
ローカルプログラム
で玉東町役場に所属
されている安西浩二
さんが、シャキッとへ
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した！
犯行前の予兆を見逃さないこと、侵入者
の侵入の防ぎ方などを分かりやすく説明
され、利用者のみなさん「おー！」、「なるほ
どね～！」と真剣な表情でうなずかれてい
ました。

応急手当講習  
講師：有明消防玉東分署　
　　  　　　　　　　西川 洋智 氏

何年振りかの講習でしたが、忘れていたこと
ばかりで自分でびっくりしました。心停止の早期
認識と通報、一次救命処置（心肺蘇生とＡＥＤ）
の大切さに改めて気付きました。

子どもとの関わり方のヒント
～子どもの特性から見える接し方のコツ～

防犯対策について学びました！！
11月21日(木)、27日(水)、12月6日(金)

ファミサポ講座 今後の予定
1月21日（火）
子どもの心の発達と関わり
保健こども課　認定心理士　木庭 美知子 氏
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　　　　　　　　　メディアについて
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（玉東町ファミリーサポートセンター）
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熊本MauG'S(まうごっつ)より、藤井 輝行（ふじい てるゆき）さ
んと桒原泰喜（くわはら やすき）さんをお招きし、車椅子での生
活についてなどのお話を聞きました。その後車椅子バスケの体験
を行いました。

▲10/1 山北小学校

▲10/30 山北小学校

▲11/14桒原さん（左）、藤井さん（右） 

▲車椅子リレー（山北小学校） ▲車椅子バスケ体験（木葉小学校）

▲10/7 木葉小学校

▲木葉小学校

小学４年生の福祉学習では、障がいについて知識を学ぶだけでなく、
障がいがあるご本人や、その方の暮らしを支える方々などより、ふ だん
の く らしの し あわせ、「ふくし」について学びました。

し　 かく

ちょう  かく

肢体不自由・車椅子体験
し　 た い　 ふ　   じ 　 ゆ う

4年生のみんなが
お二人にたくさん
質問をし、車椅子での
暮らしの工夫を
教えてもらったよ。
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山崎 希世來さん
玉東中学校1年

れんや

き よ ら

民児協では、学校の現状を知
るため毎年小中学校へ訪問して
います。昨年12月に訪問した木
葉小では、吉野校長より次年度に
向けての生徒数の推移、現状や課
題の説明・共有に努めている事に
ついて、お話を聞きました。その
後、授業の様子を見学し、子ども
達からの挨拶と笑顔に元気をもら
いました。地域には今、たくさんの
子どもたちがいます。これからも
子どもたちが安心して過ごしてい
けるよう、見守っていきたいです。

～地域の身近な相談相手～
玉東町民児協だより
（玉東町民生委員児童委員協議会）

玉東町民生委員児童委員協議会事務局
TEL：85-3150（玉東町社会福祉協議会）

お問い合わせ

第37回 玉東町福祉大会 ９月29日（日）
ふれあいの丘保健センター

［期日］

［会場］

前号（11月15日発行）の中学生（2 年生・3 年生）の作文紹介に続き、
今回は小学生と中学1年生の作文発表を掲載します。

私
は
、
こ
れ
ま
で
福
祉
と
い
う
言

葉
の
意
味
を
特
に
考
え
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
福
祉
が
何
を
意

味
す
る
の
か
、
今
回
初
め
て
調
べ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

私
の
中
で
の
「
福
祉
」
の
イ
メ
ー
ジ

は
、
高
れ
い
者
や
障
害
者
の
方
々
に

一
番
関
係
し
て
い
る
言
葉
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
色
々
検
索
し
て
み
る
と
、

「
し
あ
わ
せ
」
や
「
幸
福
」
な
ど
の

意
味
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
く
ら
し
の
中
で
生
き
が
い
を
み

つ
け
な
が
ら
、
す
こ
や
か
に
過
ご
す

こ
と
が
福
祉
と
み
っ
せ
つ
し
て
い
る

様
に
も
感
じ
ま
し
た
。

私
に
は
、
九
十
六
才
の
ひ
い
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
い
ま
す
。 お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
、
耳
が
悪
く
な
っ
て
、
私
の
話

す
言
葉
が
な
か
な
か
聞
き
と
れ
な
い

こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
け
れ
ど
、

私
が
会
い
に
行
く
と
、
手
を
の
ば
し

て
だ
き
し
め
て
よ
ろ
こ
ん
で
く
れ
ま

す
。
小
さ
い
体
か
ら
は
想
像
で
き
な

い
く
ら
い
の
力
で
だ
き
し
め
て
く
れ

ま
す
。
笑
顔
で
、「
よ
ー
来
た
、
よ
ー

来
た
、
ふ
と
な
っ
た
ね
。」
と
よ
ろ

こ
ん
で
く
れ
ま
す
。
以
前
私
は
、
ひ

い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
す

ん
で
い
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
時
に
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
私

の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
せ
お
っ
て
、
き
い

ろ
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
ピ
ー
ス
サ
イ
ン

を
し
て
笑
顔
で
大
笑
い
し
て
い
ま
し

た
。
一
生
け
ん
命
に
ラ
ン
ド
セ
ル
を

せ
お
お
う
と
し
て
い
る
ひ
い
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
お
も
し
ろ
く
て
、
私
も
お

母
さ
ん
た
ち
も
大
笑
い
し
ま
し
た
。

ラ
ン
ド
セ
ル
に
は
、
給
食
袋
も
ひ
っ

か
け
て
あ
っ
て
、
本
当
の
小
学
生
み

た
い
で
し
た
。

一
緒
に
い
る
事
を
喜
ん
で
く
れ
て

い
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。

身
近
な
人
を
は
じ
め
、
周
り
の
人

達
、
社
会
の
人
た
ち
、
こ
の
つ
な
が

り
の
中
で
、
相
手
に
思
い
や
り
を
持

ち
な
が
ら
、
生
活
を
し
て
い
く
こ
と

の
大
切
さ
が
必
要
だ
と
ふ
り
か
え
り

ま
し
た
。

こ
れ
が
あ
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か

わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
私
の
福
祉
の

中
心
は
、
笑
顔
で
す
。

今
、
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
中
、
玉
東
町
で
も
特
に

高
齢
者
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。 玉
東
町
で
は
、
健
康
づ
く
り
や

介
護
予
防
の
た
め
に
、 オ
レ
ン
ジ
は

あ
と
ク
ラ
ブ
で
好
き
な
種
目
に
自

由
に
参
加
で
き
ま
す
。
ま
た
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
る
た
め
に
木
葉

駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た

り
、
役
場
の
新
庁
舎
も
完
成
し
て
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
ま
し
た
。
ぼ
く

も
実
際
に
行
っ
て
み
て
、
手
を
か
ざ

し
た
だ
け
で
行
き
た
い
階
に
い
け
る

最
新
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
っ
た
の

で
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

高
齢
者
が
も
っ
と
暮
ら
し
や
す
い
町

に
な
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、

ぼ
く
も
考
え
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。
学
校
の
授
業
で
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
講
座
を
受
け
ま
し
た
。
認
知
症

は
さ
ま
ざ
ま
な
原 

因
で
脳
の
細
胞

が
死
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
働
き
が
悪

く
な
っ
た
り
す
る
た
め
に
お
こ
る
脳

の
病
気
に
よ
る
も
の
で
す
。
具
体
例

と
し
て
、物
忘
れ
が
多
く
な
っ
た
り
、

考
え
る
速
さ
が
遅
く
な
っ
た
り
し
て

し
ま
う
の
で
す
。
ま
た
、
性
格
や
心

の
状
態
も
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。
認
知
症
は
治
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
が
、
環
境
や
ま
わ
り
の
人
の
接

し
方
で
症
状
が
改
善
し
た
り
、
ゆ
る

や
か
に
進
ん
だ
り
し
ま
す
。
認
知
症

の
人
は
自
分
が
お
か
し
く
な
っ
て
い

る
と
感
じ
、
だ
れ
よ
り
も
苦
し
ん
だ

り
、
な
や
ん
だ
り
、
悲
し
ん
だ
り
し

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
ま
わ
り
の
人

が
、
そ
の
人
の
不
安
な
気
持
ち
を
感

じ
と
っ
た
り
、
何
に
こ
ま
っ
て
い
る

か
を
感
じ
て
あ
げ
た
り
、
手
を
か
す

こ
と
が
大
切
で
す
。
や
さ
し
く
言
葉

を
か
け
た
り
、
い
っ
し
ょ
に
考
え
て

行
動
を
し
た
り
す
る
人
が
町
じ
ゅ
う

に
い
れ
ば
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
認
知
症
に
な
っ

て
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
を
勉
強
し
ま
し

た
。 玉

東
町
で
は
、
認
知
症
に
な
る
前

の
介
護
予
防
に
も
力
を
入
れ
て
い
る

こ
と
を
広
報
「
ぎ
ょ
く
と
う
」
で
知

り
ま
し
た
。
町
内
の
六
十
五
さ
い
以

上
の
人
を
対
象
に
、
脳
い
き
い
き
教

室
、
ス
ポ
レ
ク
塾
、
健
康
診
断
や
丘

サ
ロ
ン
、
地
区
サ
ロ
ン
、
オ
レ
ン
ジ

は
あ
と
ク
ラ
ブ
な
ど
に
参
加
す
る

と
、
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
り
、
お
買
い

物
券
と
交
か
ん
で
き
る
お
得
に
楽
し

め
る
介
護
予
防
事
業
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
う
の
を
た
く
さ
ん
の
人
が

知
っ
て
、
参
加
者
が
増
え
る
と
い
い

な
と
思
い
ま
し
た
。
ぼ
く
に
は
こ
の

玉
東
町
に
母
方
の
曾
祖
母
が
い
ま

す
。
今
年
べ
い
じ
ゅ
の
お
祝
い
を
し

た
八
十
八
さ
い
で
す
。
天
気
の
い
い

時
に
は
、
畑
に
行
っ
た
り
、
土
日
に

木
葉
小
学
校
で
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が

あ
る
時
に
は
、
出
か
け
て
楽
し
ん
で

い
る
そ
う
で
す
。
自
分
の
好
き
な
こ

と
を
続
け
て
い
く
の
が
元
気
で
長
生

き
で
き
る
こ
と
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
に
介
護
状
態
に
な
ら
な

い
た
め
に
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く

り
が
で
き
る
玉
東
町
の
取
り
組
み
は

す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
毎
日
身
近
な
人
に
助

け
ら
れ
て
い
ま
す
。み
な
さ
ん
は「
助

け
合
い
」
と
聞
く
と
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
思
い
う
か
べ
ま
す
か
。

私
た
ち
は
ち
ょ
っ
と
し
た
事
で
も

助
け
合
い
を
し
て
い
ま
す
。
助
け
合

い
が
な
け
れ
ば
快
適
に
生
き
て
は
い

け
な
い
し
、
逆
に
不
便
に
な
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

「
快
適
に
生
き
る
」
と
い
う
事
は

多
く
の
人
と
の
助
け
合
い
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
私
が
困
っ
て
い
た
時
、

助
け
て
く
れ
る
人
が
い
ま
し
た
。
私

は
そ
の
時
に
、
今
度
は
困
っ
て
い
る

人
が
い
た
ら
絶
対
に
見
て
見
ぬ
ふ
り

を
せ
ず
に
、
自
分
が
で
き
る
範
囲
の

こ
と
で
相
談
に
の
っ
た
り
手
助
け
を

し
た
り
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
私

は
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
助
け

る
こ
と
で
相
手
が
元
気
に
な
っ
て
く

れ
た
こ
と
が
一
番
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
私
が
困
っ
て
い
た
時
、
助
け
て

く
れ
た
時
も
手
助
け
を
し
て
も
ら
っ

た
お
か
げ
で
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
こ
の
よ
う
な
経
験
を
し
た
こ

と
で
、
助
け
合
い
を
す
る
事
で
、
し

た
方
も
し
て
も
ら
っ
た
方
も
明
る
く

な
っ
て
も
っ
と
仲
が
深
ま
る
な
と
思

い
ま
し
た
。
友
達
や
家
族
の
元
気
が

な
い
と
、
私
も
元
気
が
で
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
時
は
話
を
聞
い
て
理
解

す
る
こ
と
で
、
少
し
は
元
気
が
で
ま

し
た
。
話
し
て
気
持
ち
を
理
解
す
る

こ
と
で
、
自
分
の
気
持
ち
も
相
手
の

気
持
ち
も
少
し
は
楽
に
な
る
と
思
い

ま
し
た
。
助
け
が
必
要
だ
け
ど
、
自

分
か
ら
言
え
な
い
と
い
う
人
を
い
ち

早
く
助
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
私
は
こ
れ
ま
で
の
授
業
の
中
で
、

差
別
や
障
害
つ
い
て
も
学
ん
で
き
ま

し
た
。
ハ
ン
セ
ン
病
学
習
で
は
、
う

つ
る
病
気
だ
と
勘
違
い
し
て
、
う
つ

ら
な
い
病
気
だ
と
わ
か
っ
て
も
熊
本

で
ホ
テ
ル
の
宿
泊
拒
否
が
あ
っ
た
こ

と
を
聞
い
て
、と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

と
く
に
障
害
を
理
由
に
差
別
を
す

る
こ
と
は
や
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

し
た
。
差
別
を
し
て
も
何
の
意
味
も

な
い
し
、
た
だ
自
分
が
悪
く
な
っ
て

後
か
ら
後
悔
を
す
る
だ
け
だ
と
私

は
思
い
ま
す
。
こ
の
世
界
に
は
、
い

ろ
ん
な
事
で
困
っ
て
い
る
人
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
こ
ん
な
時
に
お
互
い

の
気
持
ち
を
理
解
し
合
い
、
助
け
合

い
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
相
談
で
き
る
人
、
助
け
て
く
れ

る
人
が
い
な
け
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
辛

く
な
っ
て
い
く
だ
け
で
す
。

み
な
さ
ん
も
辛
い
こ
と
が
あ
っ
た

ら
、
話
し
や
す
い
人
に
自
分
の
本
音

を
言
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
私
も
相

手
の
気
持
ち
を
き
ち
ん
と
理
解
し
た

う
え
で
話
し
て
、
助
け
合
い
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
っ
と
、
自
分
か
ら
考
え
て
行
動
が

で
き
る
助
け
合
い
が
増
え
て
い
っ
た

ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

昨年は7月に玉東中
学校、10月に山北保育
園、11月に山北小学校
へ訪問したよ！
登校を見守るあいさ
つ運動は年5回、山北
地区と木葉地区で行っ
ているよ！！
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私
が
思
う

福
祉
の
中
心加藤 しおりさん

山北小学校６年

介
護
予
防
の

取
り
組
み

徳永 蓮也さん
木葉小学校６年

身
近
な
人
と
の

助
け
合
い

山崎 希世來さん
玉東中学校1年

れんや

き よ ら

民児協では、学校の現状を知
るため毎年小中学校へ訪問して
います。昨年12月に訪問した木
葉小では、吉野校長より次年度に
向けての生徒数の推移、現状や課
題の説明・共有に努めている事に
ついて、お話を聞きました。その
後、授業の様子を見学し、子ども
達からの挨拶と笑顔に元気をもら
いました。地域には今、たくさんの
子どもたちがいます。これからも
子どもたちが安心して過ごしてい
けるよう、見守っていきたいです。

～地域の身近な相談相手～
玉東町民児協だより
（玉東町民生委員児童委員協議会）

玉東町民生委員児童委員協議会事務局
TEL：85-3150（玉東町社会福祉協議会）

お問い合わせ

第37回 玉東町福祉大会 ９月29日（日）
ふれあいの丘保健センター

［期日］

［会場］

前号（11月15日発行）の中学生（2 年生・3 年生）の作文紹介に続き、
今回は小学生と中学1年生の作文発表を掲載します。

私
は
、
こ
れ
ま
で
福
祉
と
い
う
言

葉
の
意
味
を
特
に
考
え
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
福
祉
が
何
を
意

味
す
る
の
か
、
今
回
初
め
て
調
べ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

私
の
中
で
の
「
福
祉
」
の
イ
メ
ー
ジ

は
、
高
れ
い
者
や
障
害
者
の
方
々
に

一
番
関
係
し
て
い
る
言
葉
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
色
々
検
索
し
て
み
る
と
、

「
し
あ
わ
せ
」
や
「
幸
福
」
な
ど
の

意
味
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
く
ら
し
の
中
で
生
き
が
い
を
み

つ
け
な
が
ら
、
す
こ
や
か
に
過
ご
す

こ
と
が
福
祉
と
み
っ
せ
つ
し
て
い
る

様
に
も
感
じ
ま
し
た
。

私
に
は
、
九
十
六
才
の
ひ
い
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
い
ま
す
。 お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
、
耳
が
悪
く
な
っ
て
、
私
の
話

す
言
葉
が
な
か
な
か
聞
き
と
れ
な
い

こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
け
れ
ど
、

私
が
会
い
に
行
く
と
、
手
を
の
ば
し

て
だ
き
し
め
て
よ
ろ
こ
ん
で
く
れ
ま

す
。
小
さ
い
体
か
ら
は
想
像
で
き
な

い
く
ら
い
の
力
で
だ
き
し
め
て
く
れ

ま
す
。
笑
顔
で
、「
よ
ー
来
た
、
よ
ー

来
た
、
ふ
と
な
っ
た
ね
。」
と
よ
ろ

こ
ん
で
く
れ
ま
す
。
以
前
私
は
、
ひ

い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
す

ん
で
い
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
時
に
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
私

の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
せ
お
っ
て
、
き
い

ろ
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
ピ
ー
ス
サ
イ
ン

を
し
て
笑
顔
で
大
笑
い
し
て
い
ま
し

た
。
一
生
け
ん
命
に
ラ
ン
ド
セ
ル
を

せ
お
お
う
と
し
て
い
る
ひ
い
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
お
も
し
ろ
く
て
、
私
も
お

母
さ
ん
た
ち
も
大
笑
い
し
ま
し
た
。

ラ
ン
ド
セ
ル
に
は
、
給
食
袋
も
ひ
っ

か
け
て
あ
っ
て
、
本
当
の
小
学
生
み

た
い
で
し
た
。

一
緒
に
い
る
事
を
喜
ん
で
く
れ
て

い
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。

身
近
な
人
を
は
じ
め
、
周
り
の
人

達
、
社
会
の
人
た
ち
、
こ
の
つ
な
が

り
の
中
で
、
相
手
に
思
い
や
り
を
持

ち
な
が
ら
、
生
活
を
し
て
い
く
こ
と

の
大
切
さ
が
必
要
だ
と
ふ
り
か
え
り

ま
し
た
。

こ
れ
が
あ
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か

わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
私
の
福
祉
の

中
心
は
、
笑
顔
で
す
。

今
、
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
中
、
玉
東
町
で
も
特
に

高
齢
者
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。 玉
東
町
で
は
、
健
康
づ
く
り
や

介
護
予
防
の
た
め
に
、 オ
レ
ン
ジ
は

あ
と
ク
ラ
ブ
で
好
き
な
種
目
に
自

由
に
参
加
で
き
ま
す
。
ま
た
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
る
た
め
に
木
葉

駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た

り
、
役
場
の
新
庁
舎
も
完
成
し
て
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
ま
し
た
。
ぼ
く

も
実
際
に
行
っ
て
み
て
、
手
を
か
ざ

し
た
だ
け
で
行
き
た
い
階
に
い
け
る

最
新
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
っ
た
の

で
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

高
齢
者
が
も
っ
と
暮
ら
し
や
す
い
町

に
な
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、

ぼ
く
も
考
え
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。
学
校
の
授
業
で
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
講
座
を
受
け
ま
し
た
。
認
知
症

は
さ
ま
ざ
ま
な
原 

因
で
脳
の
細
胞

が
死
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
働
き
が
悪

く
な
っ
た
り
す
る
た
め
に
お
こ
る
脳

の
病
気
に
よ
る
も
の
で
す
。
具
体
例

と
し
て
、物
忘
れ
が
多
く
な
っ
た
り
、

考
え
る
速
さ
が
遅
く
な
っ
た
り
し
て

し
ま
う
の
で
す
。
ま
た
、
性
格
や
心

の
状
態
も
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。
認
知
症
は
治
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
が
、
環
境
や
ま
わ
り
の
人
の
接

し
方
で
症
状
が
改
善
し
た
り
、
ゆ
る

や
か
に
進
ん
だ
り
し
ま
す
。
認
知
症

の
人
は
自
分
が
お
か
し
く
な
っ
て
い

る
と
感
じ
、
だ
れ
よ
り
も
苦
し
ん
だ

り
、
な
や
ん
だ
り
、
悲
し
ん
だ
り
し

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
ま
わ
り
の
人

が
、
そ
の
人
の
不
安
な
気
持
ち
を
感

じ
と
っ
た
り
、
何
に
こ
ま
っ
て
い
る

か
を
感
じ
て
あ
げ
た
り
、
手
を
か
す

こ
と
が
大
切
で
す
。
や
さ
し
く
言
葉

を
か
け
た
り
、
い
っ
し
ょ
に
考
え
て

行
動
を
し
た
り
す
る
人
が
町
じ
ゅ
う

に
い
れ
ば
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
認
知
症
に
な
っ

て
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
を
勉
強
し
ま
し

た
。 玉

東
町
で
は
、
認
知
症
に
な
る
前

の
介
護
予
防
に
も
力
を
入
れ
て
い
る

こ
と
を
広
報
「
ぎ
ょ
く
と
う
」
で
知

り
ま
し
た
。
町
内
の
六
十
五
さ
い
以

上
の
人
を
対
象
に
、
脳
い
き
い
き
教

室
、
ス
ポ
レ
ク
塾
、
健
康
診
断
や
丘

サ
ロ
ン
、
地
区
サ
ロ
ン
、
オ
レ
ン
ジ

は
あ
と
ク
ラ
ブ
な
ど
に
参
加
す
る

と
、
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
り
、
お
買
い

物
券
と
交
か
ん
で
き
る
お
得
に
楽
し

め
る
介
護
予
防
事
業
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
う
の
を
た
く
さ
ん
の
人
が

知
っ
て
、
参
加
者
が
増
え
る
と
い
い

な
と
思
い
ま
し
た
。
ぼ
く
に
は
こ
の

玉
東
町
に
母
方
の
曾
祖
母
が
い
ま

す
。
今
年
べ
い
じ
ゅ
の
お
祝
い
を
し

た
八
十
八
さ
い
で
す
。
天
気
の
い
い

時
に
は
、
畑
に
行
っ
た
り
、
土
日
に

木
葉
小
学
校
で
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が

あ
る
時
に
は
、
出
か
け
て
楽
し
ん
で

い
る
そ
う
で
す
。
自
分
の
好
き
な
こ

と
を
続
け
て
い
く
の
が
元
気
で
長
生

き
で
き
る
こ
と
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
に
介
護
状
態
に
な
ら
な

い
た
め
に
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く

り
が
で
き
る
玉
東
町
の
取
り
組
み
は

す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
毎
日
身
近
な
人
に
助

け
ら
れ
て
い
ま
す
。み
な
さ
ん
は「
助

け
合
い
」
と
聞
く
と
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
思
い
う
か
べ
ま
す
か
。

私
た
ち
は
ち
ょ
っ
と
し
た
事
で
も

助
け
合
い
を
し
て
い
ま
す
。
助
け
合

い
が
な
け
れ
ば
快
適
に
生
き
て
は
い

け
な
い
し
、
逆
に
不
便
に
な
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

「
快
適
に
生
き
る
」
と
い
う
事
は

多
く
の
人
と
の
助
け
合
い
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
私
が
困
っ
て
い
た
時
、

助
け
て
く
れ
る
人
が
い
ま
し
た
。
私

は
そ
の
時
に
、
今
度
は
困
っ
て
い
る

人
が
い
た
ら
絶
対
に
見
て
見
ぬ
ふ
り

を
せ
ず
に
、
自
分
が
で
き
る
範
囲
の

こ
と
で
相
談
に
の
っ
た
り
手
助
け
を

し
た
り
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
私

は
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
助
け

る
こ
と
で
相
手
が
元
気
に
な
っ
て
く

れ
た
こ
と
が
一
番
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
私
が
困
っ
て
い
た
時
、
助
け
て

く
れ
た
時
も
手
助
け
を
し
て
も
ら
っ

た
お
か
げ
で
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
こ
の
よ
う
な
経
験
を
し
た
こ

と
で
、
助
け
合
い
を
す
る
事
で
、
し

た
方
も
し
て
も
ら
っ
た
方
も
明
る
く

な
っ
て
も
っ
と
仲
が
深
ま
る
な
と
思

い
ま
し
た
。
友
達
や
家
族
の
元
気
が

な
い
と
、
私
も
元
気
が
で
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
時
は
話
を
聞
い
て
理
解

す
る
こ
と
で
、
少
し
は
元
気
が
で
ま

し
た
。
話
し
て
気
持
ち
を
理
解
す
る

こ
と
で
、
自
分
の
気
持
ち
も
相
手
の

気
持
ち
も
少
し
は
楽
に
な
る
と
思
い

ま
し
た
。
助
け
が
必
要
だ
け
ど
、
自

分
か
ら
言
え
な
い
と
い
う
人
を
い
ち

早
く
助
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
私
は
こ
れ
ま
で
の
授
業
の
中
で
、

差
別
や
障
害
つ
い
て
も
学
ん
で
き
ま

し
た
。
ハ
ン
セ
ン
病
学
習
で
は
、
う

つ
る
病
気
だ
と
勘
違
い
し
て
、
う
つ

ら
な
い
病
気
だ
と
わ
か
っ
て
も
熊
本

で
ホ
テ
ル
の
宿
泊
拒
否
が
あ
っ
た
こ

と
を
聞
い
て
、と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

と
く
に
障
害
を
理
由
に
差
別
を
す

る
こ
と
は
や
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

し
た
。
差
別
を
し
て
も
何
の
意
味
も

な
い
し
、
た
だ
自
分
が
悪
く
な
っ
て

後
か
ら
後
悔
を
す
る
だ
け
だ
と
私

は
思
い
ま
す
。
こ
の
世
界
に
は
、
い

ろ
ん
な
事
で
困
っ
て
い
る
人
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
こ
ん
な
時
に
お
互
い

の
気
持
ち
を
理
解
し
合
い
、
助
け
合

い
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
相
談
で
き
る
人
、
助
け
て
く
れ

る
人
が
い
な
け
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
辛

く
な
っ
て
い
く
だ
け
で
す
。

み
な
さ
ん
も
辛
い
こ
と
が
あ
っ
た

ら
、
話
し
や
す
い
人
に
自
分
の
本
音

を
言
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
私
も
相

手
の
気
持
ち
を
き
ち
ん
と
理
解
し
た

う
え
で
話
し
て
、
助
け
合
い
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
っ
と
、
自
分
か
ら
考
え
て
行
動
が

で
き
る
助
け
合
い
が
増
え
て
い
っ
た

ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

昨年は7月に玉東中
学校、10月に山北保育
園、11月に山北小学校
へ訪問したよ！
登校を見守るあいさ
つ運動は年5回、山北
地区と木葉地区で行っ
ているよ！！
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▲一般社団法人TAO塾
　代表 波多野 毅氏の記念講演

▲阿蘇から荒玉ブロックへ
　引き継ぎ式

町内の福祉施設情報です。
（年3回お知らせします）

多機能型施設

このはリハビリ倶楽部

葉　山　苑

〒869‐0303 玉東町大字木葉348番地　TEL（0968）71‐4000（代表）
http://www.hayamaen.com/

グループホームは　る若 葉 会（ほっとほーぷ・ほっとHOPE）

玉東町木葉372 保健センター内
TEL 57-8958

玉名郡玉東町木葉175-7　TEL 0968‐85‐2377

あけましておめでとうございます。
昨年は、近隣ではありますがご利用者の方と出掛け
る機会が増え、屋外活動の時間が増えた様に感じまし
た。季節の変わり目で体調を崩されるご利用者の方も
多かった為、職員含め体調管理に気を付けていきたい
と思います。11月にはきょうさ
れんの全国大会にて、宮野浩
光さんの作品がグッドデザイン
として表彰されました。絵画で
賞を取る事をひとつの目標と
されていた為、喜ばれる姿を
見て、とてもうれしく思います。
アートタオルのデザインも手掛
けておりますので、ぜひご覧に
なられて下さい。

子ども達の背よりも大きいトトロを譲っていただきま
した。テレビの中のトトロを目の前にし、子ども達は
大興奮。まっくろくろすけもいるのを発見しさらに大
興奮。記念撮影の嵐でした。
放デイでは活動の一環で駐車場に絵を描きました。

町に許可をいただき、普段書くことのできない場所に
絵を描く、非日常の体験。それぞれ自由に好きな絵を
描きました。

明けましておめでとうございます
皆様におかれましては新しい年を健やかにお過ごし

のことと存じます。今年も穏やかな年で有ります様心
からお祈り申し上げます。日頃より地域の皆様には大
変お世話になっております。葉山苑では、ユニット毎
に誕生会を催しております。職員が毎回趣向を凝らし、
日頃とは一味違うレクリエーションにその日の誕生者
は主役となり、皆様普段より格別な笑顔を見せられま
す。今年もよりご利用者さまの笑顔があふれる一年に
なりますよう職員一同努めてまいりたいと思います。
本年もどうぞ宜しくお願い致します。

木葉昭和児童園 

認定こども園 山北保育園

㈲はる　玉東町西安寺302‐1　TEL（0968)85－3585  
URL:www.haru86.co.jp/　E-mail:info@haru86.co.jp

★開店時間：火～土 11時～16時　★玉東町二俣72 TEL/FAX 84‐7858
◎毎日パン販売、パン、クッキー、ケーキの注文、各々ご要望にも応じます。 　玉東町白木1321　TEL85‐2229

玉東町木葉681‐5　TEL85‐3384

新年あけましておめでとうございます。
昨年は、ボランティアさんに協力して頂き、運動会
や干し柿作りなど楽しい時間を入居者様と一緒に過ご
すことができました。今年も色々と楽しい行事が出来
ればと思います。 昨年12月5日、年長児がもちつき大会を行いました。

毎年恒例のもちつき大会ですが、4年ぶりに保護者の
方にも参加していただき、みんなで賑やかに行うこと
ができました。
もちつきも、丸めるのも、保護者の方のサポートがあ

り、みんなとても楽しんでいました。その後、おやつの
時間にきなこ餅にしてみんなでおいしくいただきまし
た。１年、無事に過ごせたことをみんなで喜び合い、楽
しい時間を過ごすことができました。

あけましておめでとうございます。
今年も宜しくお願いします。

あけましておめでとうございます。
今年もよろしくお願い致します。

トトロが来た!!

みかちゃんのenjoy
ボランティア
vol.11

火の国ボランティアフェスティバルが県下各地域
持ち回りにより、開催されています。今回は、『みんな
で手を取り合い　阿蘇から広がるボランティアの輪』
をテーマに、11月30日(土)に西原村総合体育館で行
われ、玉東町ボランティア連絡協議会32名で参加し
ました。
西原村の夢運太鼓のオープニングアトラクションに
始まり、記念講演や少年少女合唱団の演奏、ボランテ
ィア団体発表などがありました。
来年は荒玉ブロックでの開催を予定されています。

12月7日（土）、親睦を兼ねて研修会を行いました。
活動休止以来の研修会でしたが、17人の会員さんの
参加で賑わいました。
小国町にある『北里柴三郎記念館』へ行き、お話を

聞き、映像を観ました。北里柴三郎氏の生い立ちや研
究に対する熱意に心打たれました。
1日皆さんと一緒に過ごすうちに、いろんな会話に

花が咲いていました。帰り際には「良かった！また行きた
い。」の声も頂けて、嬉しい気持ちになりました。さらに、
この会を盛り上げたい！と思っています。
＊随時会員さん大募集しています！＊

（広報担当）平木 道子

玉東町
ボランティア
連絡協議会

第15回 火の国ボランティアフェスティバル
in 阿蘇に参加しました！！

研修会を
　行いました！

完全参加と平等

玉東町
身体障害者福祉協議会
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町内の福祉施設情報です。
（年3回お知らせします）

多機能型施設
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玉東町木葉372 保健センター内
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玉名郡玉東町木葉175-7　TEL 0968‐85‐2377

あけましておめでとうございます。
昨年は、近隣ではありますがご利用者の方と出掛け
る機会が増え、屋外活動の時間が増えた様に感じまし
た。季節の変わり目で体調を崩されるご利用者の方も
多かった為、職員含め体調管理に気を付けていきたい
と思います。11月にはきょうさ
れんの全国大会にて、宮野浩
光さんの作品がグッドデザイン
として表彰されました。絵画で
賞を取る事をひとつの目標と
されていた為、喜ばれる姿を
見て、とてもうれしく思います。
アートタオルのデザインも手掛
けておりますので、ぜひご覧に
なられて下さい。

子ども達の背よりも大きいトトロを譲っていただきま
した。テレビの中のトトロを目の前にし、子ども達は
大興奮。まっくろくろすけもいるのを発見しさらに大
興奮。記念撮影の嵐でした。
放デイでは活動の一環で駐車場に絵を描きました。

町に許可をいただき、普段書くことのできない場所に
絵を描く、非日常の体験。それぞれ自由に好きな絵を
描きました。

明けましておめでとうございます
皆様におかれましては新しい年を健やかにお過ごし

のことと存じます。今年も穏やかな年で有ります様心
からお祈り申し上げます。日頃より地域の皆様には大
変お世話になっております。葉山苑では、ユニット毎
に誕生会を催しております。職員が毎回趣向を凝らし、
日頃とは一味違うレクリエーションにその日の誕生者
は主役となり、皆様普段より格別な笑顔を見せられま
す。今年もよりご利用者さまの笑顔があふれる一年に
なりますよう職員一同努めてまいりたいと思います。
本年もどうぞ宜しくお願い致します。

木葉昭和児童園 

認定こども園 山北保育園

㈲はる　玉東町西安寺302‐1　TEL（0968)85－3585  
URL:www.haru86.co.jp/　E-mail:info@haru86.co.jp

★開店時間：火～土 11時～16時　★玉東町二俣72 TEL/FAX 84‐7858
◎毎日パン販売、パン、クッキー、ケーキの注文、各々ご要望にも応じます。 　玉東町白木1321　TEL85‐2229

玉東町木葉681‐5　TEL85‐3384

新年あけましておめでとうございます。
昨年は、ボランティアさんに協力して頂き、運動会
や干し柿作りなど楽しい時間を入居者様と一緒に過ご
すことができました。今年も色々と楽しい行事が出来
ればと思います。 昨年12月5日、年長児がもちつき大会を行いました。

毎年恒例のもちつき大会ですが、4年ぶりに保護者の
方にも参加していただき、みんなで賑やかに行うこと
ができました。
もちつきも、丸めるのも、保護者の方のサポートがあ

り、みんなとても楽しんでいました。その後、おやつの
時間にきなこ餅にしてみんなでおいしくいただきまし
た。１年、無事に過ごせたことをみんなで喜び合い、楽
しい時間を過ごすことができました。

あけましておめでとうございます。
今年も宜しくお願いします。

あけましておめでとうございます。
今年もよろしくお願い致します。

トトロが来た!!

みかちゃんのenjoy
ボランティア
vol.11

火の国ボランティアフェスティバルが県下各地域
持ち回りにより、開催されています。今回は、『みんな
で手を取り合い　阿蘇から広がるボランティアの輪』
をテーマに、11月30日(土)に西原村総合体育館で行
われ、玉東町ボランティア連絡協議会32名で参加し
ました。
西原村の夢運太鼓のオープニングアトラクションに
始まり、記念講演や少年少女合唱団の演奏、ボランテ
ィア団体発表などがありました。
来年は荒玉ブロックでの開催を予定されています。

12月7日（土）、親睦を兼ねて研修会を行いました。
活動休止以来の研修会でしたが、17人の会員さんの
参加で賑わいました。
小国町にある『北里柴三郎記念館』へ行き、お話を

聞き、映像を観ました。北里柴三郎氏の生い立ちや研
究に対する熱意に心打たれました。
1日皆さんと一緒に過ごすうちに、いろんな会話に

花が咲いていました。帰り際には「良かった！また行きた
い。」の声も頂けて、嬉しい気持ちになりました。さらに、
この会を盛り上げたい！と思っています。
＊随時会員さん大募集しています！＊

（広報担当）平木 道子

玉東町
ボランティア
連絡協議会

第15回 火の国ボランティアフェスティバル
in 阿蘇に参加しました！！

研修会を
　行いました！

完全参加と平等

玉東町
身体障害者福祉協議会
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玉東町社協だより「おれんじの風」の作成に、共同募金配分金が使われています

〈ふくしの総合相談〉
・障がい者の生活や虐待について

・成年後見制度について

・生活上の困りごとについて

・ボランティア活動に関する相談

〈玉東町生活よりそいセンター〉
・家計のやりくりの不安

・子どものひきこもりで心配

・仕事がなかなか見つからない　など
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メールアドレス　　　　c-power.3150@poppy.ocn.ne.jp
玉東町社協 検索

土曜日・祝日(8:30～17:00)も受付します。
玉東町社会福祉協議会　☎0968-85-3150 ☎0968-85-6305

玉東町シルバー人材センター

担当　谷口

玉
葉
会

　十
一
・
十
二
月
句
会

玉
葉
会

　十
一
・
十
二
月
句
会

ホームページでもご覧いただけます！

社
協
ス
タ
ッ
フ
の

つ
・
ぶ
・
や
・
き

『おれんじの風』文字募集中！
特技・趣味のグループ等も受け付けています！

☎85-3150まで
令和7年1月15日

第179号題字　櫨本　茉里さん（二俣西）
はぜもと　　 ま　り

（
玉
葉
会
は
町
内
の
俳
句
サ
ー
ク
ル
で
す
）

今年も11月9日（土）に介護ホームはぶの家族会を開
催し、当日は6家族に参加いただきました。会議後には、
食事会、映写会で日頃の様子を見ていただきました。
ひきつづき行った秋祭りでは、20名を越える方 に々手

持ち花火大会、お菓子の袋詰めなどを楽しんでいただき
ました。

玉東町社協だより

介護ホームはぶの家族会・秋祭り
　　     (手持ち花火大会) を開催しました！！

「みてみて～！！」
「何十年ぶりの

花火よ～」

おかしの
　　詰め放題！！

ひ孫さん達と一緒
に！！

髙木 彩友美さん
行政区 ： 原倉西
肥後銀行 玉東支店

たか  き　  さ　ゆ　み
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 玉東町社協
ケアプランセンター

☎85-3190

浦田　典明（ケアマネジャー）

ケ
ア
プ
ラ
ン

あ
な
た
の
想
い

叶
え
ま
す

皆様におかれましては、健やかな新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。日頃から、
玉東町社会福祉協議会に対し、ご理解とご協力を賜り深く感謝申し上げます。
玉東町社協では、「私の町、福祉の町、玉東町」～自分らしく心豊かに暮らせる町づくり～

を基本理念とし、地域福祉事業、介護保険事業を行っています。
昨年9月に開催しました、第37回福祉大会は、「この町で暮らしてよかった」をテーマに

シンポジウムを企画し、町内での活動を報告していただきました。今年も、町民の皆様が「安
心して住める町、玉東」と、実感していただけるように、福祉の充実に努めてまいることをお
誓いして、新年の挨拶とさせていただきます。

社会福祉法人
玉東町社会福祉協議会
会長  前田 移津行

新年のごあいさつ

日本介護支援専門員協会主催
第7回 川柳コンテスト入選！！
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方
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子

狛
犬
の
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神
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物
忘
れ
齢
の
せ
い
に
日
向
ぼ
こ

冬
に
入
る
主
亡
く
し
た
猫
の
声

出
不
精
の
友
を
誘
ふ
小
春
の
日

み
ち
の
く
の
旅
の
終
り
の
夕
時
雨

何
す
る
も
何
せ
ぬ
も
よ
し
小
春
の
日

煤
竹
を
花
器
に
一
輪
お
茶
の
花

ひ
と
と
せ
を
笑
ひ
粧
ひ
山
眠
る

日
短
や
急
か
さ
れ
つ
つ
の
夕
仕
事

鍋
の
湯
気
具
材
の
匂
ひ
の
せ
て
を
り

あ
る
じ

縁あって玉東町に住み、
14年になりました！
有難い事に３人の子ども

にも恵まれました。子ども
たちや職場である肥後銀行玉東支店を通じて出会えた皆さ
まは、優しく素敵な方ばかりで良い人が多い町だなあと思
います。いつもお喋りな私と話をして頂き、ありがとうご
ざいます！（笑）
〈玉東支店　岩下清美　支店長談〉
日頃から明るい表情と優しい口調でお客様に寄添った対
応に心掛けてもらい、安心して窓口を任せています。当店
のムードメーカーで初めて会う人に対して全く緊張感を持
たず、誰とでも打ち解けられるコミュ［力］モンスターで
す(笑)一方で、自己の責任と強い信念により、目標に向かっ
て取り組む姿勢には感心させられています。2025年1月27
日（月）玉東支店移転も、彼女が居るなら大丈夫だと思わせ
てくれる心強い存在です。

りょく

「
実
る
ほ
ど
頭
を
垂
れ
る
稲
穂
か

な
」私
が
、末
娘
に
付
け
た
名
前
の

由
来
で
す
。

生
ま
れ
た
こ
と
だ
け
で
大
満
足

な
は
ず
な
の
に
、理
想
や
欲
望
を
重

ね
よ
う
と
し
て
い
る
身
勝
手
さ
に

葛
藤
す
る
日
々
。今
が
幸
せ
だ
と
頭

を
垂
ら
す
。

子
ど
も
た
ち
よ
、な
り
た
い
自
分

に
近
づ
く
た
め
に
。さ
あ
、そ
の
時
が

来
た
！
き
っ
と
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